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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
7 * 0 3 2 8 0 0 4 2 2 4 0 3 0 0
20 * 0 1 7 14 0 0 0 1 6 7 3 9 0 0
22 * 0 0 7 18 0 2 3 6 5 11 5 0 0 3
77 * 3 5 7 8 2 3 2 1 3 4 1 1 1 1
99 * 0 0 6 11 0 0 1 0 9 9 2 4 0 1
10 0 0 0 0 0 1 2 2 0 2 2 0 0 0 0
25 0 1 3 2 2 0 0 1 1 0 1 2 1 0 0
34 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 2 0 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 * 0 0 6 16 5 8 1 0 2 2 1 0 2 0
11 * 5 12 3 4 2 2 2 0 2 2 1 3 2 0
12 * 0 1 3 8 0 0 3 2 5 7 1 0 0 0
14 * 2 2 3 9 4 4 2 0 3 3 2 0 0 0
18 * 0 3 0 3 0 0 1 0 1 1 1 1 3 0
2 0 1 2 0 2 0 0 0 0 2 2 1 0 1 0
22 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1 0 0 0
23 0 0 0 3 5 1 1 2 0 2 2 1 0 0 0
55 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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2014年度関西学生バスケットボールリーグ戦

コ ー ト
勝ち点　６ 勝ち点　２試合ＮＯ 138

79 72

敗チーム

流通科学大学

男子 １部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2014.09.21
大阪学院大学開始時間 13.20.00

会　　場 東大阪アリーナ

戦評
総括、大会8日目、1勝6敗で勝ち点1の流通科学大学と5勝2敗で勝ち点5の大阪学院大学の試合。流科大は粘り強
いデフェンスから速攻に持ち込み、隙があればどこからでもシュートを打ってくるフォワード陣、センターも中と外器用
に得点出来るラン＆ガンのチーム。大院大は＃71澤邉と＃20合田を得点源とし、センターの＃22小阪も得点能力が
あり積極的に得点出来る。全体的なディフェンスも固く落ち着いたバスケットを展開するチーム。前半は両チーム共点
の取り合いとなるが、大院大がリードする。第3ピリオドは流科大の勢いのあるオフェンスで逆転する。どちらが勝つか
わからないおもしろい展開となったが、大院大の確実なディフェンスと得点能力で最後は大院大が勝利をものにした。
第1ピリオド、大院大ボールで試合が始まり、大院大＃7澤邉が開始早々3Pシュートを打ち、さらに＃22小阪のオフェ
ンスリバウンドを取るなど出だしから強気のプレーを見せる大院大。リバウンドからの速攻で＃77北川がレイアップを決
め先制点し、＃22小阪が3連続ミドルシュートを決める。対する流科大は＃1藤原と＃14杜のミドルシュートで対抗し、
＃11多々良の3Pシュートで逆転するが、大院大＃20合田の正確なジャンプシュートで点差を離し流科大はたまらずタ
イムアウトをとる。第1ピリオド終了間際に交代で入ってきた流科大＃23龍のバスケットカウントで試合をおもしろくさせ、
20-15で大院大が5点リードで第1ピリオド終了。
第2ピリオド、流科大ボールからスタートし、第1ピリオドの勢いそのまま流科大＃23龍が連続得点する。さらに＃11
多々良の3Pシュートで2点差とする。対する大院大は＃20合田と＃22小阪のピックアンドロールなど落ち着いたプレー
で逆転を許さないが、流科大の勢いは止まらずとうとう＃14杜の3Pシュートで逆転に成功する。そこで大院大が落ち
着きを取り戻すためタイムアウトを要求する。タイムアウト後は大院大のディフェンスが引き締まりテンポの速いバスケッ
トでペースを取り戻し36-32とする。大院大が残り17秒でラストプレーをものにするためタイムアウトを取るが、流科大が
粘りのディフェンスで得点を許さない。それでも大院大が4点リードなり36-32のまま前半終了。
第3ピリオド、大院大ボールからスタート。逆転を狙いたい流科大はダブルチームを組むなど激しくプレッシャーを与
え速攻に持ち込むが、なかなか大院大の固いディフェンスに苦しむ。しかし、試合を動かしたのは流科大＃14杜の逆
転3Pシュート。さらに＃11多々良の3Pシュートが決まり勢いを増す。流科大の4点リードになったところで大院大がタイ
ムアウトを要求する。その後も大院大のミスを逃さず速攻に持ち込み、流科大の＃11多々良がディフェンスを崩し＃2
安藤が気持ちのいい3Pシュートを決める。しかし、大院大も負けていない。＃7澤邉のジャンプシュートから、＃77北川
の3Pシュートなど点の取り合いとなり、第3ピリオドは流科大が2点リードで終わりまだまだ分からない試合となる。
第4ピリオド、流科大ボールから始まり、流科大＃1藤原のゴール下でファウルをもらい大院大＃7澤邉がファウルトラ
ブルで交代する。大院大はエースが不在だが、大院大＃77北川がジャンプシュートやレイアップ、さらにはファウルを
誘いフリースローを決めるなど巧みに得点し一気に逆転する。その後は流科大＃11多々良と＃1藤原の得点で同点
に追いつくも大院大は速攻と＃77北川の得点を中心に再び突き放してゆく。流科大は粘りのディフェンスを見せス
ティールからの得点などするが、最後は大院大は勝負強さをみせ79-72で勝利する。

主審

関西学生バスケットボール連盟

相賀 一希（天理大）戦評武内　克行

№ Ｓ

副審 鍋嶋　幸富

記録

大阪学院大学

Ｆ REBOUND選　手　名 ＦＴ

北川 元気 25 36

PTS ３Ｐ ２Ｐ MIN

澤邊 圭太 4 17

小阪 彰久 14 30
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№ Ｓ 選　手　名

38.3%

0 -

合　　　計
Team / Coach:

-
芦名　悦生 -

80.0%
72 200

RATE 40.0%

-

安藤 渉
辻 直弥 0

0 -
0

-

渡辺 航 0 1

-
0 -
0 -

-

7


